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沖
縄
で
の
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
会
合
が
成
功
裏
に
終
わ
っ
て
、
は
や
三
年
。
あ
の
と
き
の
興

奮
、
覚
え
て
い
ま
す
か
？

「
あ
と
一
年
半
」
も
覚
え
て
く
だ
さ
い
。
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
ほ
ぼ
全
て
の
国
、
日
本

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
な
ど
計
四
十
六
カ
国
が
加
盟
す
る
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ
（ID

B
=
Inter-

A
m
erican

D
evelopm

entB
ank

米
州
開
発
銀
行
）
の
年
次
総
会
が
、
平
成
十
七
（
’05
）

年
四
月
に
沖
縄
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
財
務
・
金
融
分
野
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
を
含
め
約
五
千
人
が

集
ま
る
、
世
界
で
も
最
大
級
の
国
際
会
議
で
す
。

沖
縄
が
「
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
成
長
・
発
展
す
る
絶
好
の
機

会
。
あ
と
一
年
半
後
に
開
催
が
迫
っ
た
今
、
本
格
的
に
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

コンベンションセンター

〔米州開発銀行（ＩＤＢ）加盟　域内国〕
（北米）２カ国

カナダ、米国

（カリブ）６カ国

バハマ、バルバドス、ドミニカ共和国、ハイチ

ジャマイカ、トリニダード・トバコ

（中米）８カ国

ベリーズ、コスタリカ、エルサルバドル、グアテマラ

ホンジュラス、メキシコ、ニカラグア、パナマ

（南米）12カ国

アルゼンチン、ボリビア、ブラジル、チリ、コロンビア、エクアドル

ガイアナ、パラグアイ、ペルー、スリナム、ウルグアイ、ベネズエラ

〔米州開発銀行（ＩＤＢ）加盟 域外国〕
（欧州）16カ国
オーストリア、ベルギー
クロアチア、デンマーク
フィンランド、フランス
ドイツ、イタリア、オランダ
ノルウェイ、ポルトガル
スロベニア、スペイン
スウェーデン、スイス
イギリス、

（中東）１カ国
イスラエル

（アジア）１カ国
日本

沖
縄 
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「
Ｉ
Ｄ
Ｂ
沖
縄
総
会
の
成
功
は
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
沖
縄

の
成
果
を
問
う
一
つ
の
大
き
な
分
岐
点
」。

去
る
八
月
十
八
日
、
那
覇
市
内
で
開
催

さ
れ
た
「
第
四
十
六
回
米
州
開
発
銀
行
年

次
総
会
沖
縄
開
催
実
行
委
員
会
」（
以
下

「
Ｉ
Ｄ
Ｂ
実
行
委
員
会
」）
の
設
立
総
会
で
、

会
長
に
選
出
さ
れ
た
稲
嶺
知
事
は
こ
う
述

べ
ま
し
た
。

誘
致
の
た
め
の
「
Ｉ
Ｄ
Ｂ
誘
致
協
議
会
」

が
解
散
さ
れ
、
代
わ
り
に
「
Ｉ
Ｄ
Ｂ
実
行

委
員
会
」
が
発
足
し
、
本
格
的
に
開
催
準

備
に
入
っ
た
瞬
間
で
す
。

平
成
十
二
（
’00
）
年
、
九
州
・
沖
縄
サ

ミ
ッ
ト
首
脳
会
合
の
沖
縄
開
催
成
功
の
余

韻
の
残
る
九
月
、
宮
沢
蔵
相
（
当
時
）
は
、

Ｉ
Ｄ
Ｂ
（
米
州
開
発
銀
行
）
総
裁
に
、
年

次
総
会
の
沖
縄
で
の
開
催
を
要
請
し
ま
し

た
。
そ
れ
以
降
官
民
あ
げ
て
誘
致
活
動
を

展
開
し
た
結
果
、
今
年
三
月
に
開
催
さ
れ

た
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
で
の
年
次
総
会

で
、
平
成
十
七
（
’05
）
年
の
沖
縄
開
催
が

正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。

国
、
沖
縄
県
は
連
携
し
、
国
際
会
議
や

全
国
会
議
（
以
下
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」

と
表
記
）
を
沖
縄
で
開
催
す
る
よ
う
誘
致

に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
環
で
あ
る
Ｉ
Ｄ
Ｂ
（
米
州
開
発
銀

行
）
年
次
総
会
の
沖
縄
開
催
は
、
サ
ミ
ッ

ト
以
降
最
も
大
き
な
意
義
と
効
果
の
あ

昭
和
五
十
一
（
’76
）
年
に
加
わ
っ
た
日

本
は
、
ア
ジ
ア
で
唯
一
の
加
盟
国
で
す
。

中
南
米
に
は
百
万
人
を
超
す
日
系
人
社

会
が
形
成
さ
れ
て
お
り
（
沖
縄
県
系
人
は

そ
の
中
で
も
約
二
十
一
万
人
も
の
大
集

団
）、
数
世
代
に
及
ぶ
社
会
的
・
文
化
的

な
深
い
絆
が
続
い
て
い
ま
す
。

日
本
の
Ｉ
Ｄ
Ｂ
（
米
州
開
発
銀
行
）
へ

の
資
金
提
供
額
は
、
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸

以
外
の
加
盟
国
（
域
外
国
）
で
は
最
も
大

き
く
、
中
南
米
諸
国
の
発
展
へ
の
貢
献
度

も
高
い
と
い
え
ま
す
。

こ
の
Ｉ
Ｄ
Ｂ
が
毎
年
開
催
す
る
年
次
総

ー
ロ
ー
会
長
と
し
て
、
関
係
者
の
特
段
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」。

冒
頭
に
紹
介
し
た
「
Ｉ
Ｄ
Ｂ
実
行
委
員

会
」
設
立
総
会
で
、（
財
）
沖
縄
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）

の
饒
波
会
長
は
、
こ
う
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
。

現
在
、
政
府
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
観
光
戦

略
」
を
策
定
し
、
日
本
へ
の
外
国
人
旅
行

客
を
増
や
そ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
国

内
観
光
客
が
順
調
に
伸
び
て
い
る
沖
縄
に

と
っ
て
も
、
沖
縄
観
光
の
す
そ
野
を
広
げ
、

表２ サミット以降、県内で開催された
主な国際コンベンションの開催状況（抄）

平成12（'00）年12月 第28回東亜経済人会議 180人
平成13（'01）年 ３月 ウイリアムズバーグ会議 60人
平成14（'02）年10月 第６回島嶼観光政策フォーラム 130人
平成15（'03）年 5月 第３回太平洋・島サミット 200人
平成15（'03）年 7月 国連アジア太平洋地域地図会議 200人
※平成12（'00）年以降の開催実績 102件（今年９月現在）

表１ 最近、日本で開催された主な大国際コンベンション

平成15 （'03）年６月 第22回世界ガス会議東京大会 5,000人（東京）
平成15 （'03）年３月 第３回世界水フォーラム 20,000人（京都）
平成14 （'02）年８月 第12回世界精神医学会 5,000人（横浜）
平成９ （'97）年12月 温暖化防止条約締約国会議 5,000人（京都）
平成７ （'95）年10月 世界湖沼会議 8,500人（つくば）
平成６ （'94）年８月 国際エイズ／ＳＴＤ会議 10,000人（横浜）
平成３ （'91）年４月 米州開発銀行年次総会 2,100人（名古屋）

会
は
、
規
模
・
質
両
面
で
世
界
で
も
有
数

の
大
国
際
会
議
で
す
。
四
十
六
カ
国
か
ら
、

財
務
担
当
大
臣
と
中
央
銀
行
総
裁
等
の
Ｖ

Ｉ
Ｐ
を
中
心
に
、
約
五
千
人
が
参
加
し
ま

す
。
ま
た
Ｉ
Ｄ
Ｂ
の
公
用
語
と
な
っ
て
い

る
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
の
四
カ
国
語
が
、
年
次
総
会

で
は
使
用
さ
れ
ま
す
。

平
成
三
（
’91
）
年
に
日
本
で
は
名
古
屋

で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
数
は
約
２
千
百
人

で
し
た
。
今
度
の
沖
縄
総
会
で
は
、
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
民
間
企
業
・
銀
行

か
ら
の
参
加
者
が
近
年
増
え
て
い
る
こ

と
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
ロ
シ
ア
、
中

国
、
韓
国
、
台
湾
、
国
連
機
関
か
ら
も
参

加
す
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
倍
の
規
模
に
な

る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ほ
ど
大
規
模
の
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
は
、
日
本
で
は
数
年
に
一
〜
二
度
し

か
開
催
さ
れ
て
お
ら
ず
、
開
催
都
市
も
東

京
、
横
浜
、
大
阪
、
京
都
等
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。（「
表
１
　
日
本
で
行
わ
れ
た
近

年
の
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」
も
ご
覧
下

さ
い
）

「
総
会
成
功
に
よ
り
、
新
し
い
国
際
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
市
場
に
我
々
も
参
入

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
事
務
局
を
引
き

受
け
る
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ

さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ

と
で
す
。

こ
の
た
め
に
有
力
な
手
段
の
一
つ
が
、

国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
で
す
。

特
に
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
は
、
海
外

の
政
府
・
経
済
界
・
学
術
界
・
報
道
関
係

者
の
参
加
比
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
開
催

地
情
報
の
海
外
へ
の
発
信
な
ど
の
面
で
大

き
な
波
及
効
果
が
あ
り
ま
す
。

観
光
業
界
に
と
っ
て
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
は
、
観
光
客
数
の
季
節
変
動
や
平

日
・
週
末
の
変
動
を
平
準
化
す
る
た
め
に

大
変
有
望
な
手
段
で
す
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
は
開
催
期
間
が
平
均
三
〜
四
日
、
開
催

時
期
も
様
々
な
た
め
で
す
。

今年３月にイタリア・ミラノで開催された、IDB（米州開発銀行）年次総会

IDB沖縄総会の成功に向けイグレシアスIDB総裁と握手する稲嶺知事

太平洋・島サミットでの、ガラセ議長と小泉首相の共同記者会見

2000年に開催された九州・沖縄サミット

る
、国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
い
え
ま
す
。

第
二
次
大
戦
直
後
、
世
界
経
済
の
安
定

と
復
興
の
た
め
発
足
し
た
世
界
銀
行
同

様
、
各
地
域
ご
と
に
発
展
途
上
国
へ
の
資

金
援
助
と
技
術
協
力
を
提
供
す
る
国
際
地

域
開
発
金
融
機
関
が
あ
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
向
け
に
は
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
、

ア
フ
リ
カ
向
け
に
は
ア
フ
リ
カ
開
発
銀

行
、
東
欧
中
欧
向
け
に
は
欧
州
復
興
開
発

銀
行
が
あ
り
ま
す
が
、
中
南
米
向
け
に
あ

る
の
が
Ｉ
Ｄ
Ｂ
（In

ter-A
m
erican

D
evelopm

ent
B
ank

米
州
開
発
銀
行
）

で
す
。

Ｉ
Ｄ
Ｂ
に
は
、
現
在
、「
域
内
国
」
と

し
て
北
米
・
中
南
米
の
ほ
ぼ
全
て
の

国
々
、「
域
外
国
」
と
し
て
欧
州
各
国
や

日
本
な
ど
、
計
四
十
六
カ
国
が
加
盟
し
て

い
ま
す
。（
加
盟
国
は
、
６
〜
７
ペ
ー
ジ

を
参
照
）



な
ど
、
大
変
多
く
の
産
業
へ
の
波
及
効
果

が
あ
り
ま
す
。

世
界
的
に
有
名
な
リ
ゾ
ー
ト
地
は
数
多

く
あ
り
ま
す
が
、
熾
烈
な
競
争
に
生
き
残

っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の

誘
致
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

カ
ジ
ノ
で
有
名
な
国
際
リ
ゾ
ー
ト
・
ラ

ス
ベ
ガ
ス
で
は
、
過
去
十
年
で
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
関
連
収
入
が
飛
躍
的
に
伸
び
、
収

入
の
柱
の
一
つ
に
な
る
ほ
ど
の
成
功
を
収

め
ま
し
た
。
大
規
模
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
林

立
す
る
フ
ロ
リ
ダ
の
オ
ー
ラ
ン
ド
、
沖
縄

と
比
較
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
ハ
ワ
イ
な
ど

も
同
様
で
す
。

沖
縄
で
も
サ
ミ
ッ
ト
の
成

功
を
受
け
、「
表
２
　
サ
ミ
ッ

ト
以
降
、
県
内
で
開
催
さ
れ

た
主
な
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
の
開
催
状
況
」
に
あ
る
と

お
り
、
官
民
一
体
と
な
っ
て

国
際
機
関
や
各
企
業
な
ど
へ

誘
致
を
呼
び
か
け
、
数
々
の

誘
致
と
開
催
に
成
功
し
ま
し

た
。国

際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

（
国
際
会
議
）
の
主
催
者
が
開

催
地
を
選
ぶ
前
提
条
件
は
、

（
１
）
有
名
な
観
光
リ
ゾ
ー
ト

地
、（
２
）
地
域
の
知
名
度
が

高
い
こ
と
、
で
す
。

さ
ら
に
（
３
）
良
い
会
議

施
設
が
あ
る
こ
と
、（
４
）
宿

泊
施
設
が
整
っ
て
い
る
こ
と
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
経
済
効
果
も
見
逃

せ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
県
が
行
っ
た
調
査
事
例
の
中

に
は
、
来
県
者
に
よ
る
直
接
支
出
（
宿
泊

費
、
交
通
費
、
飲
食
費
、
娯
楽
費
等
）
だ

け
で
も
、
一
般
観
光
客
に
よ
る
も
の
と
比

べ
、
一
・
二
倍
の
経
済
効
果
を
示
す
事
例

も
あ
り
ま
し
た
。

産
業
の
す
そ
野
も
広
く
、
会
場
設
営
や

展
示
装
飾
・
機
器
設
置
・
工
事
と
い
っ
た

会
場
関
連
イ
ン
フ
ラ
以
外
に
も
、
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
当
日
の
運
営
に
必
要
な
通
訳
・

警
備
・
企
画
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ

（
５
）
会
議
運
営
能
力
が
あ
る
こ
と
、（
６
）

安
全
・
衛
生
面
で
問
題
が
な
い
、（
７
）

開
催
経
費
が
安
い
、（
８
）
交
通
ア
ク
セ

ス
が
よ
い
、（
９
）
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が

あ
る
こ
と
、
も
必
要
で
す
。
既
に
沖
縄
に

は
こ
う
し
た
条
件
の
基
礎
は
出
来
上
が
っ

て
い
ま
す
。

大
規
模
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
開
催
の

た
め
に
は
、
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
の
と

同
時
に
、
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
と
そ
の
蓄
積

が
必
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
県
が
、
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
の
事
務
局
に
な
る
場
合
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
時
間
が
経
つ
と
職
員
が
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
と
関
係
の
な
い
部
署
に
異
動

し
て
し
ま
う
た
め
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
Ｉ
Ｄ
Ｂ
（
米
州
開
発
銀
行
）

沖
縄
総
会
で
は
、
観
光
を
総
合
的
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
き
た
、（
財
）
沖
縄
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）

に
事
務
局
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
形
成
の
た
め
、
大

き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
い
え
ま
す
。

点
在
す
る
ホ
テ
ル
と
会
議
場
と
の
距
離

が
遠
い
こ
と
や
、
慢
性
化
す
る
交
通
渋
滞

等
は
、
運
営
上
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
点
を
緩
和
す
る
た
め
に
行
わ
れ

る
準
備
期
間
の
工
事
や
開
催
当
日
の
交
通

規
制
な
ど
に
は
、
サ
ミ
ッ
ト
同
様
、
県
民

全
体
の
協
力
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
世
界
的
な
誘
致
競
争
の
関
係
上
、

ど
う
し
て
も
開
催
地
で
の
経
費
負
担
が
発

生
し
ま
す
。
そ
れ
を
い
か
に
確
保
す
る
か

も
一
つ
の
課
題
で
す
。
現
在
、
県
や
県
内

各
企
業
等
で
構
成
す
る
「
Ｉ
Ｄ
Ｂ
（
米
州

開
発
銀
行
）
年
次
総
会
実
行
委
員
会
」
で

は
、
協
力
の
た
め
募
金
を
県
内
外
か
ら
募

っ
て
い
ま
す
。

来
年
三
月
、
ペ
ル
ー
で
そ
の
年
の
年
次

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
沖
縄
か
ら
も
多

数
を
派
遣
し
、
準
備
に
必
要
な
事
項
を
調

査
す
る
の
と
同
時
に
、
次
期
開
催
地
と
し

て
大
々
的
に
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

開
催
ま
で
、
あ
と
一
年
半
。

Ｉ
Ｄ
Ｂ
（
米
州
開
発
銀
行
）
沖
縄
開
催

が
成
功
す
れ
ば
、
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ア
イ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
沖
縄
が
世
界
に
う

っ
て
で
る
瞬
間
が
や
っ
て
き
ま
す
。
準
備

へ
の
温
か
い
眼
差
し
と
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●お問い合わせ：　
IDB（米州開発銀行）年次総会
沖縄開催実行委員会
TEL:098-866-2883
FAX:098-866-2765

ＩＤＢ実行委員会設立総会で、決意を表明するOCVB饒波会長
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ワ
イ
キ
キ
に
沖
縄
が
出
現

な
り
響
く
三
線
、
指
笛
。
エ
イ
サ
ー
、

カ
チ
ャ
ー
シ
ー
を
踊
る
人
々
…
…
。

沖
縄
な
ら
珍
し
く
な
い
光
景
だ

が
、
こ
こ
は
世
界
屈
指
の
リ
ゾ
ー
ト

地
・
ハ
ワ
イ
州
ワ
イ
キ
キ
の
メ
イ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
。
八
月
三
十
日
午
前
、

こ
こ
で
「
第
一
回
世
界
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
会
議
」パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
。

稲
嶺
知
事
等
沖
縄
か
ら
の
出
席
者
の

他
、
連
邦
議
員
、
ホ
ノ
ル
ル
市
長
な

ど
米
国
側
要
人
も
多
数
参
加
し
た
。

ワ
イ
キ
キ
の
カ
ピ
オ
ラ
ニ
公
園
の

ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
沖
縄
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
と
し
て
、
沖
縄
芸
能
な
ど

が
次
々
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
ホ
テ

ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
沖
縄
フ
ェ
ア

ー
を
開
催
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
期

間
中
ホ
ノ
ル
ル
市
は
沖
縄
ム
ー
ド
に

染
ま
っ
た
。

沖
縄
と
オ
キ
ナ
ワ

世
界
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
会
議
は
、

五
年
に
一
度
の
世
界
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ

ュ
大
会
の
間
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企

画
さ
れ
た
も
の
。
ハ
ワ
イ
で
の
第
一

回
会
議
に
は
、
尾
身
元
沖
縄
担
当
大

臣
な
ど
要
人
を
始
め
、
世
界
中
か
ら

約
二
千
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

「
十
年
後
に
は
、
沖
縄
か
ら
『
沖

縄
の
心
を
知
る
南
米
の
旅
』
と
い
う

ツ
ア
ー
が
で
き
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
…
」

基
調
講
演
を
行
っ
た
前
原
信
一
氏

（
沖
縄
テ
レ
ビ
報
道
局
長
）
の
言
葉

だ
。前

原
氏
は
、’87
年
か
ら
現
在
ま
で

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
を
取
材

し
、
移
動
距
離
は
十
五
年
間
で
合
計

約
四
十
万
キ
ロ
（
地
球
十
周
分
）
に

及
び
、
番
組
は
二
百
本
を
超
え
る
と

い
う
。

「
ゆ
い
ま
ー
る
（
助
け
合
い
の
精

神
）」、「
い
ち
ゃ
り
ば
ち
ょ
ー
で
ー

（
一
度
会
っ
た
ら
皆
兄
弟
）」
と
い
っ

た
「
沖
縄
の
心
」
が
、
今
ど
れ
だ
け

沖
縄
に
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

他
方
、
地
域
毎
の
方
言
や
慣
習
な

ど
「
昔
な
が
ら
の
沖
縄
」
を
色
濃
く

残
し
て
い
る
海
外
の
「
オ
キ
ナ
ワ
」

は
多
い
。
中
南
米
な
ど
を
旅
し
、
現

地
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
に
お
世
話
に

な
っ
た
方
は
、
改
め
て
「
沖
縄
の
心
」

を
か
み
し
め
た
と
思
う
。「
沖
縄
」

が
「
オ
キ
ナ
ワ
」
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

多
い
。

Ｉ
Ｄ
Ｂ
沖
縄
総
会

中
南
米
に
は
、
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュ
の
中
で
最
も
多
い
約
二
十
一

万
人
余
が
住
ん
で
い
る
。
中
南
米
諸

国
の
開
発
支
援
を
行
う
Ｉ
Ｄ
Ｂ
（
米

州
開
発
銀
行
）
の
年
次
総
会
が
、
沖

縄
で
開
催
さ
れ
る
意
味
は
大
き
い
。

そ
の
成
功
に
向
け
改
め
て
気
持
ち
を

引
き
締
め
る
と
と
も
に
、「
沖
縄
」

と
「
オ
キ
ナ
ワ
」
が
も
っ
と
近
づ
く

き
っ
か
け
が
で
き
な
い
か
と
、
ワ
イ

キ
キ
の
空
の
下
で
、
強
く
思
っ
た
。

（
Ｉ
Ｄ
Ｂ
実
行
委
員
会
事
務
局
職
員

山
川
　
優
）

ハワイでの世界ウチナーンチュ会議


